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Ⅰ. はじめに 

本補足説明資料は，以下の説明書についての内容を補足するものである。 

本補足説明資料と添付書類との関連を表 1に示す。 

 

・Ⅵ-3-別添 2「火山への配慮が必要な施設の強度計算書」 
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足
説
明
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料
と
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類
と
の
関
連
 

工
事
計
画
添
付
書
類
に
係
る
補
足
説
明
資
料
（
火
山
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当
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付
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防
護
対
象
施
設
（
建
物
等
を
除
く
）
の
強
度
計
算
に
関
す
る
補
足
説
明
資
料
 

 

1.
1 

構
造
強
度
評
価
に
お
け
る
評
価
対
象
部
位
の
選
定
 

・
Ⅵ
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Ⅵ
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1. 外部事象防護対象施設（建物等を除く）の強度計算に 

関する補足説明資料 
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1.1 構造強度評価における評価対象部位の選定 
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 1 

1. 概要 

機器の構造強度評価における評価対象部位の選定について説明する。 

 

2. 評価対象部位の選定について 

構造強度評価における評価対象部位の選定については，①の選定を基本とし，その他は機

器形状等に応じて選定している。 

なお，構造物への荷重を考慮する施設のうち，非常用ディーゼル発電設備ディーゼル機関

及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル機関の排気消音器及び排気管（以下

「評価対象除外設備」という。）については，降下火砕物が堆積しにくい形状であることか

ら評価対象施設として選定しない。 

  ① 降下火砕物により荷重を受ける主要部位 

  ② 規格式により，対象が定められている部位 

  ③ その他 

 

  表 1に構造強度評価対象選定一覧を，表 2に評価対象除外設備をそれぞれ示す。荷重の組

合せにおいて，降下火砕物による荷重はその他の荷重と適切に組み合わせることとしてい

る。原子炉補機海水ポンプ（以下「ＲＳＷポンプ」という。）及び高圧炉心スプレイ補機海

水ポンプ（以下「ＨＰＳＷポンプ」という。）の基礎ボルトの引張力，せん断力は，主荷重

である降下火砕物による鉛直下向きの荷重ではなく，従荷重である風（台風）による水平荷

重により生じることとなる。また，図 1に示すとおり降下火砕物による鉛直荷重により作用

するモーメントは，風（台風）による水平荷重により作用するモーメントに対して反対方向

に作用することから，火山事象における構造強度評価において，ＲＳＷポンプ及びＨＰＳＷ

ポンプの基礎ボルトは評価対象部位として選定しない。なお，ＲＳＷポンプ及びＨＰＳＷポ

ンプの基礎ボルトは，竜巻による水平荷重により発生する応力が，許容応力以下であること

を確認している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 降下火砕物による鉛直荷重の基礎ボルトへの影響概要図 

：降下火砕物による鉛直荷重 
：風（台風）による水平荷重 
：降下火砕物による鉛直荷重により作用するモーメント 
：風（台風）による水平荷重により作用するモーメント 

ＲＳＷポンプ ＨＰＳＷポンプ 

基礎ボルト 

（評価部位） 

転倒支点 

基礎ボルト 

（評価部位） 
転倒支点 
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表
1 

構
造
強
度
評
価
対
象
選
定
一
覧

(1
/3
) 

添
付
書
類

 
施
設
名
称
 

評
価
対
象
部
位

 
応
力
の
種
類
 

選
定
理
由
 

①
 

②
 

③
 

備
考
 

Ⅵ
-3
-別

添
2-
3 

原
子
炉
補
機
海
水
ポ

ン
プ
及
び
高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
補
機
海
水

ポ
ン
プ
の
強
度
計
算

書
 

原
子
炉
補
機
海
水
ポ

ン
プ
 

原
動
機
台
 

曲
げ
 

降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
に
よ
る
鉛
直
荷
重
は
，
降

下
火
砕
物
が
堆
積
す
る
原
動
機
の
上
部
カ
バ
ー
，

上
部
カ
バ
ー
に
接
続
す
る
原
動
機
フ
レ
ー
ム
に
作

用
し
，
原
動
機
フ
レ
ー
ム
を
介
し
て
原
動
機
台
に

作
用
す
る
。
ま
た
，
風
（
台
風
）
に
よ
る
水
平
荷

重
は
，
原
動
機
フ
レ
ー
ム
及
び
原
動
機
台
に
作
用

す
る
。
さ
ら
に
ポ
ン
プ
の
ス
ラ
ス
ト
荷
重
は
全
て

原
動
機
フ
レ
ー
ム
及
び
原
動
機
台
に
作
用
す
る
。

 

こ
の
こ
と
か
ら
，
降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
に
よ
る

鉛
直
荷
重
に
対
し
て
は
，
原
動
機
フ
レ
ー
ム
，
原

動
機
台
，
上
部
カ
バ
ー
を
評
価
対
象
部
位
と
す

る
。
ま
た
，
風
（
台
風
）
に
よ
る
水
平
荷
重
に
対

し
て
は
，
原
動
機
フ
レ
ー
ム
及
び
原
動
機
台
を
評

価
対
象
部
位
と
す
る
。

 

―
 

―
 

〇
 

降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
を
保
守

的
に
考
慮
し
た
う
え
で
，
風
荷

重
を
組
み
合
わ
せ
た
荷
重
に
対

し
，
ポ
ン
プ
の
主
要
部
材
で
あ

る
原
動
機
台
に
つ
い
て
，
曲
げ

応
力
に
対
す
る
健
全
性
を
確
認

 

圧
縮
 

〇
 

―
 

―
 

 

原
動
機
フ
レ
ー
ム

 

曲
げ
 

―
 

―
 

〇
 

降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
を
保
守

的
に
考
慮
し
た
う
え
で
，
風
荷

重
を
組
み
合
わ
せ
た
荷
重
に
対

し
，
ポ
ン
プ
の
主
要
部
材
で
あ

る
原
動
機
フ
レ
ー
ム
に
つ
い

て
，
曲
げ
応
力
に
対
す
る
健
全

性
を
確
認
 

圧
縮
 

〇
 

―
 

―
 

 

上
部
カ
バ
ー

 
曲
げ
 

〇
 

―
 

―
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表
1 

構
造
強
度
評
価
対
象
選
定
一
覧

(2
/3
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添
付
書
類

 
施
設
名
称
 

評
価
対
象
部
位

 
応
力
の
種
類
 

選
定
理
由
 

①
 

②
 

③
 

備
考
 

Ⅵ
-3
-別

添
2-
3 

原
子
炉
補
機
海
水
ポ

ン
プ
及
び
高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
補
機
海
水

ポ
ン
プ
の
強
度
計
算

書
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

補
機
海
水
ポ
ン
プ
 

原
動
機
台
 

曲
げ
 

降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
に
よ
る
鉛
直
荷
重
は
，
降

下
火
砕
物
が
堆
積
す
る
原
動
機
の
キ
ャ
ッ
プ
，
キ

ャ
ッ
プ
に
接
続
す
る
原
動
機
フ
レ
ー
ム
に
作
用

し
，
原
動
機
フ
レ
ー
ム
を
介
し
て
原
動
機
台
に
作

用
す
る
。
ま
た
，
風
（
台
風
）
に
よ
る
水
平
荷
重

は
，
原
動
機
フ
レ
ー
ム
及
び
原
動
機
台
に
作
用
す

る
。
さ
ら
に
ポ
ン
プ
の
ス
ラ
ス
ト
荷
重
は
全
て
原

動
機
フ
レ
ー
ム
及
び
原
動
機
台
に
作
用
す
る
。

 

こ
の
こ
と
か
ら
，
降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
に
よ
る

鉛
直
荷
重
に
対
し
て
は
，
原
動
機
フ
レ
ー
ム
，
原

動
機
台
，
キ
ャ
ッ
プ
を
評
価
対
象
部
位
と
す
る
。

ま
た
，
風
（
台
風
）
に
よ
る
水
平
荷
重
に
対
し
て

は
，
原
動
機
フ
レ
ー
ム
及
び
原
動
機
台
を
評
価
対

象
部
位
と
す
る
。

 

―
 

―
 

〇
 

降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
を
保
守

的
に
考
慮
し
た
う
え
で
，
風
荷

重
を
組
み
合
わ
せ
た
荷
重
に
対

し
，
ポ
ン
プ
の
主
要
部
材
で
あ

る
原
動
機
台
に
つ
い
て
，
曲
げ

応
力
に
対
す
る
健
全
性
を
確
認

 

圧
縮
 

〇
 

―
 

―
 

 

原
動
機
フ
レ
ー
ム

 

曲
げ
 

―
 

―
 

〇
 

降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
を
保
守

的
に
考
慮
し
た
う
え
で
，
風
荷

重
を
組
み
合
わ
せ
た
荷
重
に
対

し
，
ポ
ン
プ
の
主
要
部
材
で
あ

る
原
動
機
フ
レ
ー
ム
に
つ
い

て
，
曲
げ
応
力
に
対
す
る
健
全

性
を
確
認
 

圧
縮
 

〇
 

―
 

―
 

 

キ
ャ
ッ
プ

 
曲
げ
 

〇
 

―
 

―
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表
1 

構
造
強
度
評
価
対
象
選
定
一
覧

(3
/3
) 

 

表
2
 
評
価
対
象
除
外
設
備
 

添
付
書
類

 
施
設
名
称
 

評
価
対
象
部
位

 
応
力
の
種
類
 

選
定
理
由
 

①
 

②
 

③
 

備
考
 

Ⅵ
-3
-別

添
2-
4 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
給
気
口
の
強

度
計
算
書

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
給
気
口
 

天
板
 

曲
げ
 

降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
に
よ
る
鉛
直
荷
重
は
，
降

下
火
砕
物
等
が
堆
積
す
る
天
板
，
天
板
に
接
続
す

る
架
構
に
作
用
す
る
。
ま
た
，
風
（
台
風
）
に
よ

る
水
平
荷
重
は
，
架
構
に
作
用
す
る
。

 

こ
の
こ
と
か
ら
，
天
板
及
び
架
構
を
評
価
対
象
部

位
と
す
る
。
 

〇
 

―
 

―
 

 

架
構
 

曲
げ
 

―
 

―
 

〇
 

降
下
火
砕
物
等
の
堆
積
を
保
守

的
に
考
慮
し
た
う
え
で
，
風
荷

重
を
組
み
合
わ
せ
た
荷
重
に
対

し
，
給
気
口
の
主
要
部
材
で
あ

る
架
構
に
つ
い
て
，
曲
げ
応
力

に
対
す
る
健
全
性
を
確
認

 

圧
縮
 

〇
 

―
 

―
 

 

座
屈
 

〇
 

〇
 

―
 

 

該
当
施
設
 

構
造
説
明
図
 

除
外
理
由
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
及
び
高
圧
炉
心
ス
プ

レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
の
排
気
消
音
器
及
び

排
気
管

 

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関
及
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
排
気
消
音

器
及
び
排
気
管
は
，
い
ず
れ
も
円
筒
形
断
面

を
有
す
る
形
状
で
あ
り
，
降
下
火
砕
物
が
排

気
消
音
器
及
び
排
気
管
上
面
に
堆
積
し
に
く

い
形
状
で
あ
る
。
 

排
気
消
音
器

 
排
気
管
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1 

 

Ｐ 

1. 概要 

ディーゼル燃料移送ポンプ防護対策設備の強度評価での風荷重の扱いについて説明する。 

 

2. 風荷重の扱い 

  風荷重は，図 1に示すとおり，ディーゼル燃料移送ポンプ防護対策設備の周辺に設置さ

れているディーゼル燃料移送ポンプエリア防護対策設備により防護されることから評価に

用いない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ－Ａ断面            Ｂ－Ｂ断面 

 

図 1 ディーゼル燃料移送ポンプ防護対策設備の周辺配置図 

B 

B 

鋼板（穴あき） 

A 

A 

EL 8.5m EL 8.5m 

鋼板（穴あき） 
ディーゼル燃料移送ポンプエリア

防護対策設備 

ディーゼル燃料移送ポンプ

エリア 

EL 7.55m EL 7.55m 

Ｐ 

A-ディーゼル燃料

移送ポンプ 

約 0.56m 

約 0.56m 

H-ディーゼル燃料

移送ポンプ 
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